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１．センター長挨拶 
 

原虫病研究センター長 井上 昇  
 
私どもの研究センターは、原虫病に関する総合的研究を行い、我が国のみならず、

アジア、アフリカ、南米などの開発途上国との学術国際協力により、動物資源として

の畜産の振興と人類の健康と福祉の維持・向上に学術的貢献を果たすことの目的に

平成２年度に設立されました。以来、我が国の獣医・畜産系大学では唯一の原虫病

に関する研究拠点として、学内外の研究者との共同研究を積極的に推進して参りま

した。これらの活動を通じた最近の動きとしては、平成 19 年の国際獣疫事務所（OIE）
のリファレンスラボラトリーとしての認定、翌20年の同じくOIEのコラボレ―ティングセ

ンターとしての認定、および平成 21 年に文部科学省から「原虫病制圧に向けた国際

的共同拠点」として共同利用・共同研究拠点に認定されたことが挙げられます。 
また、当センターの特徴のひとつとしては、平成 7年から国際協力機構（JICA）と共

同で継続的に実施している開発途上国の研究者・技術者を対象とした 11カ月間の上

級専門家育成トレーニングコースが挙げられますが、このトレーニングコースの修了

生が 200名近くに達したことを契機に、平成 24年度から本トレーニングコース修了者

を対象に共同研究員として 6～12 カ月間雇用するプログラムを開始致しました。これ

は、当センターで教育・研修を受け、本国に戻った研究者・技術者からの研究提案を

受けて共同研究員としての雇用の採否を決する形で実施しており、人材育成はもとよ

り、本国では実行が困難な研究テーマの芽を育成、推進を具現化する新規の共同研

究プログラムとしても注目されるところです。また、平成 24 年度には、女性教員およ

びテニュアトッラック教員をそれぞれ 1名ずつ採用して研究基盤の拡大を図るとともに、

（株）白寿生科学研究所の寄付講座を開設するなど産学連携にも努めてきたところで

す。今後ともに関係の皆様からのご批判、ご提言を賜り、当センターの研究体制の改

善、向上、および研究の発展のために努めていく所存でございます。年報の発行にあ

たり、今後ともご指導、ご鞭撻を賜りますよう心からお願い申し上げます。 
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２．沿革 

 
Ⅰ. 原虫病細胞免疫研究室（1983-1990） 
1984 年 4 月 特別施設として「原虫病細胞免疫研究室」が家畜生理学講座 

（鈴木 直義 教授）内に新設（原虫病研究センターの前身） 
 
Ⅱ. 原虫病分子免疫研究センター（1990-2000） 
1990 年 6 月 文部省令による学内共同教育研究施設（2000 年 3 月 31 日までの

時限施設）として原虫病分子免疫研究センター設置 
分子免疫学分野新設 

1992 年 4 月 細胞病態生理学分野（客員研究分野）新設 
1993 年 6 月 研究棟新設（462 m2）、特殊実験動物室（Ｐ１～Ｐ３安全基準完備

室）、原虫株大規模凍結保存室設置 
1995 年 4 月 耐病性遺伝子工学分野新設 
1997 年 4 月 節足動物衛生工学分野新設 
1997 年 11 月 研究棟増設（970 m2） 
 
Ⅲ. 原虫病研究センター（2000～現在） 
2000 年 4 月 全国共同利用施設原虫病研究センター設立。 

先端予防治療学分野と高度診断学分野の新設 
2002 年 3 月 研究棟増設（1,730 m2） 
2002 年 10 月 「21 世紀 COE プログラム」に選定 
2003 年 4 月 特定疾病分野、食品有害微生物分野、大動物巡回臨床分野の新設 
2005 年 4 月 進化生物学分野、遺伝生化学分野、国際獣医疫学分野の新設 
2006 年 3 月 研究棟増設（1,520 m2） 
2007 年 6 月 OIE（国際獣疫事務局）リファレンスラボラトリー 
 （ウシバベシア病およびウマピロプラズマ病：五十嵐 郁男、スーラ

病：井上 昇）に認定 
2008 年 5 月 OIE コラボレーティングセンターに認定（原虫病分野では世界初） 
2009 年 6 月 共同利用・共同研究拠点 

「原虫病制圧に向けた国際的共同研究拠点」に選定 
2012 年 11 月 寄付講座「生命平衡科学講座（白寿）」を開設 
2013 年 3 月 テニュアトラック普及・定着事業による地球規模感染症学分野の新

設 
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３．歴代センター長 

 
原虫病細胞免疫研究室（家畜生理学講座内） 
1984 年 4 月～1990 年 5 月 鈴木直義 教授 
 
原虫病分子免疫研究センター（学内共同利用施設・2000 年 3 月までの時限付） 
1990 年 6 月～1995 年 3 月 鈴木直義 教授 
1995 年 4 月～1996 年 3 月 斎藤篤志 教授 
1996 年 4 月～1998 年 3 月 豊田 裕 教授 
1998 年 4 月～2001 年 3 月 見上 彪 教授 
 
原虫病研究センター（全国共同利用施設・2010 年 3 月までの時限付） 
2001 年 4 月～2002 年 1 月 長澤秀行 教授 
2002 年 2 月～2010 年 3 月 五十嵐郁男 教授 
 
原虫病研究センター 
（共同利用・共同研究拠点「原虫病制圧に向けた国際的共同研究拠点」） 
2010 年 4 月～2014 年 3 月 鈴木宏志 教授 
2014 年 4 月～現在 井上 昇 教授 
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４．原虫病研究センターの意義 

 
 原虫病研究センターは我国で唯一の家畜原虫病に関する研究拠点として、大学、

OIE などの国際機関ならびに関連省庁との研究連携により、人獣共通感染症として

の原虫病の制圧と、動物生産性向上によるタンパク質資源の確保に努め、我国は勿

論、世界人類の健康福祉に学術的貢献をなし得る原虫病に関する総合研究を推進

する事を目標としている。 
 生命科学研究の重要性が高まるなか、世界の死亡者の 3分の 1は原虫病をはじめ

とする感染症によるものであり、診断・予防・治療法の確立による感染症対策が重要

かつ緊急課題として世界先進国首脳会議等で議論されている。また、世界食糧サミッ

トで提唱されているように、飢餓・栄養不良の撲滅と食料安全保障の観点からも、原

虫病研究の推進による家畜生産性の向上は世界の重要課題である。本センターは、

これまで、原虫病に関する総合研究をおこない、動物資源としての畜産の振興と人類

の健康福祉に貢献する国際的業績を挙げてきた。このような社会的背景およびこれ

までの基礎研究成果を基盤とした応用開発研究を推進し、社会貢献する。 
 本センターは海外との学術国際協力を重視し、すでにドイツとは長く国際共同研究

をおこない、隔年毎に両国で開催される日独原虫病シンポジウムおよび同シンポジ

ウム開催の母体である日独原虫病協会において中心的役割を果たしている。これま

でに欧米および開発途上国から本センター（および前身の研究室）に 500 名以上の

研究者が短期間あるいは長期間本センターに滞在し、教育研究に参画した。学術の

国際協力の面から本センターにおける日本人および外国人研究者受入れによる相

互の研究協力は極めて重要な意義を持ち、とくに研究の場を介する国内外の若手研

究者および学生の高度人材育成は本センター設立の基本概念に合致している。 
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５．組織および構成員 

① 組織 

 

 
  

センター長

原虫病研究セン

ター協議会

国際連携協力部門

感染病理学分野

高度診断学分野

先端予防治療学分野

共同利用・共同研究拠点係研究支援課長

ゲノム機能学分野

感染免疫研究部門

節足動物衛生工学分野

生体防御学分野

原虫病研究セン

ター運営委員会

診断治療研究部門

国際獣疫学分野

国際監視学分野

地球規模感染症学分野
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② 構成員 

センター長 井上 昇 
 
感染免疫研究部門 
 節足動物衛生工学分野 
  教授 井上 昇 
  准教授 福本 晋也 
 生体防御学分野 
  教授 玄 学南 
  准教授 西川 義文 
 ゲノム機能学分野 
  教授 鈴木 宏志 
  助教 白藤 梨可 
診断治療研究部門 
 高度診断学分野 
  教授 五十嵐 郁男 
  教授 横山 直明 
 先端予防治療学分野 
  教授 河津 信一郎 
  教授 井上 昇（兼任） 
 感染病理学分野 
  准教授 五十嵐 慎 
国際連携協力部門 
 地球規模感染症学分野 
  特任准教授 加藤 健太郎 
 国際監視学分野 
  教授 五十嵐 郁男（兼任） 
  教授 井上 昇（兼任） 
 国際獣疫学分野 
  特任研究員 Wilawan Pumidonming 
  特任研究員 KAMYINGKIRD Ketsarin 
  特任研究員 SALMAN Doaa Mahmoud Abass 
  特任研究員 Nachai Sarataphan 
  特任研究員 SOUBEIGA Adama Patrice 
 



8 
 

客員教授 
 北 潔  東京大学大学院医学系研究科・教授 
 杉本 千尋 北海道大学人獣共通感染症リサーチセンター長・教授 
 辻 尚利 （独）農業・食品産業技術総合研究機構動物衛生研究所・ 
   主任研究員 
 藤崎 幸藏 （独）農業・食品産業技術総合研究機構・フェロー 
 堀井 俊宏 大阪大学微生物病研究所難治感染症対策研究センター 
   センター長・教授 
 
特任研究員  阿部 靖之 
特任研究員  岡田 只士 
特任研究員  林田 京子 
技術専門職員  幅口 剛 
技術補佐員  進藤 愛 
事務補佐員  成田 真琴 
技術補佐員  高橋 香 
 
平成 26 年度・共同研究員（五十音順・敬称略） 

麻田 正仁 長崎大学熱帯医学研究所助教 
筏井 宏実 北里大学獣医学部講師 
池原 譲 産業技術総合研究所糖鎖医工学研究センター上級主任研究員 
今井 壮一 日本獣医生命科学大学獣医学部名誉教授 
 岩月 正人 北里大学北里生命科学研究所熱帯病評価センター 

センター長代理 
乙黒 一彦 北里大学北里生命科学研究所熱帯病評価センター 
小野 憲一郎 日本動物高度医療センター学術部門長 
小原 潤子 北海道立総合研究機構畜産試験場研究主査 
片倉 賢 北海道大学大学院獣医学研究科教授 
川合 覚 獨協医科大学医学部准教授 
川瀬 摂 獨協医科大学基本医学基盤教育部門講師 
桐木 雅史 獨協医科大学熱帯病寄生虫病室准教授 

 小島 直也 東海大学糖鎖科学研究所教授 
 後藤 康之 東京大学大学院農学生命科学研究科准教授 
 斎藤 あつ子 兵庫医療大学薬学部教授 
 櫻井 達也 東京慈恵会医科大学 
 七里 元督 産業技術総合研究所健康工学研究部門研究員 
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 白砂 孔明 東京農業大学農学部助教 
 鈴木 穣 東京大学大学院新領域創成科学研究科教授 

関 まどか 岩手大学農学部共同獣医学科助教 
 高島 康弘 岐阜大学応用生物科学部准教授 

竹前 等 帯広畜産大学原虫病研究センター特任研究員 
 田仲 哲也 鹿児島大学農学部准教授 
 永宗 喜三郎 国立感染症研究所寄生動物部室長 

八田 岳士 農業・食品産業技術総合研究機構動物衛生研究所研究員 
 原島 秀吉 北海道大学大学院薬学研究院教授 
 平田 晴之 酪農学園大学獣医学部准教授 

古谷 哲也 東京農工大学農学部獣医学科特任准教授 
 松尾 智英 鹿児島大学農学部共同獣医学部准教授 

三橋 進也 北海道大学大学院農学研究院特任講師 
山岸 潤也 東北大学東北メディカル・メガバンク機構助教 

 横山 峯介 新潟大学脳研究所名誉教授 
 吉田 栄人 金沢大学医薬保健研究域薬学系教授 
 度会 雅久 山口大学大学院連合獣医学研究科教授 

Carlos E. S. USDA, Research Molecular Biologist 
 Sathaporn, J. Kasetsart University, Assoc. Prof. 
 Stefan, K. Loyola University Chicago, Assist. Prof. 
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６．研究活動 

① 分野別研究活動 

節足動物衛生工学分野 教授  井上 昇  
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節足動物衛生工学分野 准教授  福本 晋也  
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生体防御学分野  教授  玄 学南  
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生体防御学分野  准教授  西川 義文  
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ゲノム機能学分野  教授  鈴木 宏志  
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ゲノム機能学分野  助教  白藤 梨可  
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高度診断学分野  教授  五十嵐 郁男  
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高度診断学分野  教授  横山 直明  
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先端予防治療学分野 教授  河津 信一郎  
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感染病理学分野  准教授  五十嵐 慎  
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地球規模感染症学分野 特任准教授  加藤 健太郎  
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② 平成 26 年度学術賞などの受賞者 

年 月 受賞者名 受 賞 名 概  要 

H26 年 6 月 加藤 健太郎 平成 25 年度森永奉仕会賞受賞 

受賞研究テーマ「小児の健康、公衆衛

生上問題となる原虫感染症の酵素解析

と薬剤開発」 

H26 年 9 月 
林田 京子 

（特任研究員） 

第 157回日本獣医学会学術集会

獣医学奨励賞受賞 

受賞研究課題「タイレリア原虫の比較ゲ

ノム解析と病原性進化に関する研究」 

H26 年 9 月 

杉 達紀 

（JSPS 特別研究

員） 

第 157回日本獣医学会学術集会

獣医学奨励賞受賞 

受賞研究課題「トキソプラズマの潜伏感

染および急性感染を制御するシグナル

経路の解析」 

H26 年 9 月 

根本 誓哉 

（博士前期課程 1

年） 

日本身体障害者補助犬学会学会

賞受賞 

第 6 回日本身体障害者補助犬学会（平

成 25年 10月）で発表した研究が評価さ

れ、日本身体障害者補助犬学会の学会

賞を受賞。 

H26 年 10 月 

Thillaiamapalam 

Sivakumar 
（JSPS 外国人特

別研究員） 

スリランカ科学論文大統領賞を受

賞 

2014 年 10 月 31 日にコロンボでスリラ

ンカ国政府が主催した授与式に参加し、

ス リ ラ ン カ 科 学 論 文 大 統 領 賞

（President ’ s Awards for Scientific 

Publication -2012）を受賞しました。本

賞は、同博士の「スリランカにおける牛

ピロプラズマ症の分子疫学調査に関わ

る研究」の成果に対してスリランカ国大

統領（H. E. Mahinda Rajapaksa）より

送られたものです。 

H26 年 11 月 加藤 健太郎 

平成 26 年度（第 10 回）「若手農

林水産研究者表彰」の農林水産

技術会議会長賞を受賞 

業績名「食品媒介性原虫感染症に対す

る新規薬剤の技術開発」 

 
  



22 
 

③ 共同利用・共同研究課題の概要 

 課 題 名 研  究  概  要 

1 

マラリア原虫感染症

に対する高脂血症治

療薬プロブコール等

の血中ビタミン E 濃
度に影響する薬物の

効果に関する研究 

ビタミン E 結合蛋白質（α-TTP）の欠損したマウスでは血中ビタミン E 
が枯渇し、マラリア原虫感染症に対して耐性を獲得するという鈴木、

Herbas らの知見（Am.J.Clin.Nutr. 2010;91:200-7.）と、研究代表者の

高脂血症治療薬プロブコールに ABCA1 トランスポーターを不活性化す

ることでビタミン  E 血中濃度を低下する効果があるという知見（J. 
Nutr.Biochem 2010;21:451-6.）の融合を共同研究で試みた。プロブコー

ルをマウスに前投与するとマラリア感染に対して顕著な抑制効果を示し

た。本研究計画では、マラリア感染の死亡原因として重要な脳性マラリア

に対するプロブコールなどによる血中ビタミン E 減少効果の有効性を検

証することを目的とした。 

2 

次世代シークエンサ

ーを用いたトランスク

リプトームによるトキ 
ソプラズマ由来エフェ

クター分子の機能解

析 

トキソプラズマは細胞内寄生性原虫であり、原虫由来の様々な分泌タン

パク質により宿主細胞の機能を制御していることが知られている。しかし

ながら、トキソプラズマ特有の寄生戦略のメカニズムについては不明な点

が多い。我々の共同研究により、トキソプラズマに感染させたマウスの脳

組織および脳神経細胞のトランスクリプトーム解析を実施してきた。その

結果、トキソプラズマの感染によって、マウス脳内では免疫に関与する遺

伝子発現、特にケモカインの発現が増加し、神経系に関わる遺伝子発現

が低下するという結果を得ている（Tanaka et al, Infect Immun. 2013）。
しかしながら、トキソプラズマのどの分子が宿主細胞の遺伝子発現を制

御するのかは不明である。共同研究担当教員（西川義文）の研究グルー

プでは、宿主制御に関与する原虫因子として、Dense Granule Protein 7 
(GRA7)と  cyclophilin 18 (Cyp18)を見出し  (Ibrahim etal., Infect 
Immun. 2009; Terkawi et al., Clin Vaccine Immunol. 2013)、当該遺伝

子の欠損原虫の作出に成功した。本共同研究では、これら遺伝子欠損原

虫を免疫細胞や脳神経細胞へ感染させ、次世代シークエンサーを用いた

トランスクリプトームにより、宿主細胞制御メカニズムを明らかにすること

を目的とする。 

3 

トキソプラズマ潜伏

感染が誘導する抗ウ

イルス自然免疫応答

の分子基盤の解明 

トキソプラズマは、ヒトを含めた多くの哺乳類に感染する人獣共通感染原

虫である。同原虫は宿主体内で急性感染期のタキゾイトから潜伏感染期

のブラディゾイトへとステージ変換し、休眠状態となって終生寄生する。申

請者らは、ブラディゾイト潜伏感染細胞では強い抗ウイルス活性を持つ

種々の自然免疫関連蛋白質遺伝子（OAS1 および ISG15 など、 I 型
インターフェロン(IFN)に誘導されるもの）が強く発現していることを見いだ

している。本研究では、トキソプラズマ潜伏感染が宿主の抗ウイルス自然

免疫応答を亢進させる分子機構と意義を明らかにする目的で、マウス宿

主宿主抗ウイルス自然免疫系に作用する原虫由来分泌蛋白質の探索

や、原虫感染マウスモデルへの種々のウイルス接種攻撃試験を行った。 
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共同利用・共同研究課題の概要・続き 

 課 題 名 研  究  概  要 

4 

IMPDH を標的とし

た抗原虫薬の研究

開発 

原虫感染症は畜産・獣医学領域のみならず、医学領域においても甚大な

被害を与えている。根本的な原虫病の撲滅のためには、原虫独特の生

活環の解明と、優れた抗原虫薬の開発が求められる。本研究ではクリプ

トスポリジウム原虫（Cryptosporidium parvum, Cp）のイノシン一リン酸

脱水素酵素（IMPDH）の酵素学的性質及び構造が、ヒトのものと大きく異

なる事に注目し、組換え IMPDH を用いてミコフェノール酸（MPA）誘導

体や天然物から CpIMPDH 特異的阻害剤を探索する。またトリパノソー

マ in vitro 培養系に供することで、MPA 誘導体の抗原虫作用を評価す

る。また樹皮より抗原虫薬を探索する。 

5 

マダニ防除を目指し

た繁殖学的基礎研

究 

マダニ類はその突出した媒介能により多様な病原体伝播に関わることで

獣医学および医学上重要と考えられている。そのうち、フタトゲチマダニ

は我が国の牧野における最優占種であり、牛および犬のピロプラズマ原

虫をはじめ、日本紅斑熱やロシア春夏脳炎などの媒介種としてよく知られ

ている。また、生物にとって繁殖行動は種の保存のための最重要事項で

あり、生物の防除を考える上でも繁殖システムの解明と、それによる制圧

法の開発は有効な手段となりうる。しかしながら、マダニ類の繁殖プロセ

スは不明な点も多く残されている。フタトゲチマダニ両性生殖系を用いた

マダニの繁殖学に関する基礎的研究に携わった経験がある申請者と発

生工学に関して豊富な知識や経験を持つ原虫病研究センターのゲノム機

能学分野および感染免疫研究部門との共同研究によって、マダニ繁殖学

の進展とそれを利用したマダニ防除法の開発に貢献することを目指す。 

6 

組換えフェリチンを用

いた抗マダニワクチ

ンの開発 

マダニ体内は吸血する際に血液に含まれる大量の鉄分子に暴露される

ことが予想される。鉄分子はマダニの生命恒常維持において不可欠であ

るが、時には鉄分子の過剰摂取はマダニにとって有毒になることも考えら

れる。研究代表者らはフタトゲチマダニが 2 種類の鉄結合性タンパク質

である細胞内型フェリチン１と分泌型フェリチン 2 を持ち、これらが吸血

や産卵、鉄分子由来の酸化ストレスに対して重要な役割を担っていること

を見出した。そこで研究代表者らは、大腸菌で発現させた組換えフェリチ

ンをウサギに免疫することによって、マダニフェリチンを標的とした抗マダ

ニワクチンとしての可能性を検討することを本共同研究の主要目的とし

た。 

7 

バベシア感染に伴う

抗赤血球抗体の産

生とその機能 

申請者らは、マウスバベシアのひとつである B.rodhaini を C57BL マ
ウスに感染させることで、1－2 週間のうちに抗赤血球抗体を誘導できる

ことを見出している[Chiou et al.,2012. Exp. Parasitol.]。本研究ではこの

マウスモデルを用い、バベシア感染に伴う貧血のうち、誘導された自己抗

体を介しておこる赤血球破壊がどの程度関与しているか明らかにするこ

とをめざす。また、同様の現象が犬のバベシア（B. gibsoni）感染において

も起こりうるのかどうか推測する。犬を用いた動物実験は短期間では難し

いため、1 年間の研究期間においては、すでに確保している感染犬血清

の分析を中心に行う。 
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共同利用・共同研究課題の概要・続き 

 課 題 名 研  究  概  要 

8 

マラリア原虫ゲノム

に対する抗マラリア

薬の変異原性リスク

評価 

マラリア治療においては薬剤耐性原虫の出現が問題となっている。その

薬剤耐性は原虫のゲノム変異によると考えられており、突然変異生成機

構の解明が薬剤耐性原虫の出現抑止へとつながると期待される。一部

の抗マラリア薬では大腸菌等での変異原性が微弱ながらも報告されてお

り、抗マラリア薬の投与自体が条件次第では耐性原虫の出現に関与する

のではないかという仮説を立てるに至った。突然変異が生じる際、多くの

場合 DNA 損傷が前提となることから、本研究においては、抗マラリア薬

への暴露によりマラリア原虫ゲノムに DNA 損傷が生じるか否かをコメット

アッセイにより検討を行った。 

9 

マラリア原虫感染赤

血球がマウス妊娠機

構に及ぼす影響 

マラリアは世界の 3 大感染症の一つに挙げられ，妊婦がマラリアに罹

患した場合は症状が重篤化する。妊婦がマラリアに罹患した場合，通常

の感染に比べて重度の発熱や貧血が起きることに加え，胎児の子宮内

死亡・低体重・未熟児出産などが誘発され，その要因として胎盤にマラリ

ア感染赤血球が集積することが考えられている。しかし，マラリア原虫が

どのような機構で母体および胎児に悪影響を及ぼすのか，妊娠時特異的

に重篤化する機構は分かっていない。本研究では，胎盤の構造が霊長類

よりもヒトと類似しているマウスを用いて実験解析モデルを確立し，妊婦

のマラリア罹患症状を克服することを最終目標とし，マラリア原虫感染に

よる妊娠母体・胎仔への影響を生体レベルで理解することを目指す。 

10 

原虫の宿主細胞侵

入機構の構造生物

学的理解と抗原虫薬

の開発 

宿主侵入時の初期段階において、原虫は複数の表在タンパク質を使って

宿主細胞の標的因子に結合することが知られている。この表在タンパク

質と宿主細胞因子の相互作用に関する理解が深まれば、原虫の宿主侵

入を抑制する薬剤等の開発に大きく貢献する。本研究は、トキソプラズマ

原虫の宿主細胞への侵入初期において重要な表在タンパク質に着目し、

それらが宿主細胞因子に結合するための作用機序を構造生物学的アプ

ローチにより解明することを目的とする。 

11 

イヌバベシア原虫の

トランスクリプトーム

解析 

Babesia gibsoni は宿主であるイヌの赤血球に寄生することでイヌバベ

シア症を引き起こす。感染によりイヌは貧血、黄疸、血色素尿などの症状

を呈し、死に至る場合もある。その治療にはジミナゼン等が使用されてい

る。しかしながら、副作用が強いことや耐性株の出現などの問題点が指

摘されている。また、効果的なワクチンも開発されていない。前年度の原

虫病研究センター共同研究では、有効な治療法や組換えワクチン開発に

資する情報基盤の確立を目的に、B. gibsoni の全ゲノムドラフト配列を

明らかにしている。本研究では、このドラフトゲノム配列を参照配列として

トランスクリプトーム解析を行うことで、転写領域の特定および発現遺伝

子のカタログ化、さらにタンパク質コード領域の修正を行った。 

12 

バベシア原虫メロゾ

イトの赤血球遊出・

滑走・侵入に関わる

カルシウムイオン動 
態のライブイメージン

グ解析 

バベシア原虫はアピコンプレクサ門に属し、ウシなどに感染し家畜に多大

な経済的損失を与える住血原虫である。マラリア原虫やトキソプラズマ原

虫等、同門の原虫は宿主細胞からの脱出や侵入にカルシウムイオン 

[Ca 2+]を利用していることが知られている。しかしながら、バベシア原虫に

おいてメロゾイトの宿主赤血球への遊出・滑走・侵入における[Ca2+]の役

割はほとんど明らかとなっていない。本研究では申請者らが開発したウシ

のバベシア原虫 B. bovis における遺伝子改変技術を応用し、バベシア原

虫の宿主赤血球への遊出・滑走・侵入における[Ca2+]の役割を明らかに

することを目的としている。 



25 
 

共同利用・共同研究課題の概要・続き 

 課 題 名 研  究  概  要 

13 

抗生物質など天然由

来化合物の抗バベシ

ア活性評価と新規治

療•予防薬への応用 

北里大学 北里生命科学研究所 熱帯病研究センター（以下、北里大学）

では微生物代謝産物などの天然物を創薬資源として in vitro、 in vivo 
の抗マラリアおよび抗トリパノソーマ原虫活性物質を探索している。今ま

でに数百余種の化合物について抗マラリアおよび抗トリパノソーマ活性を

見出しており、一部の化合物はリード化合物として種々の誘導体を作成し

創薬研究を行っている。一方、動物の neglected disease の一つとして

バベシア症が注目されてきている。バベシアもマラリア原虫やトリパノソー

マ原虫と同様に住血原虫であり、一部の抗マラリア剤、抗トリパノソーマ

剤は抗バベシア効果を示すことが明らかになっており、抗マラリア、抗トリ

パノソーマ原虫活性との比較からバベシアの新たな生物学的知見が得ら

れる可能性も示されている。このような背景のもと、これまで抗マラリアお

よび抗トリパノソーマ原虫活性物質として取得した化合物のバベシアに対

する作用を in vitro 培養系に加えて in vivo マウス実験系で検証してき

た。H26 年度も培養原虫での検討を継続する。更に評価が先行している

化合物（BF90673）については大型動物（イヌ）での検討を推進し、バベシ

ア症治療薬としての応用、更にはバベシアの生化学的アプローチへのツ

ールとしての可能性を見出す。 

14 

Identification of 
novel therapeutics 
for babesiosis 

Human babesiosis caused by the hemoprotozoan parasite Babesia 
microti is an emerging infectious disease in the United States. Young 
and healthy individuals typically experience an asymptomatic 
infection or a mild illness whereas immunocompromised patients 
suffer from severe illness. Despite antimicrobial therapy, nearly half 
of hospitalized patients develop at least one complication, and about 
a tenth die. Among immunocompromised patients, the fatallty rate is 
higher (20%). The objective of this application is to identify novel 
compounds that are effective against severe B, microti infection. We 
propose to screen compounds currently under consideration in the 
fight agalinst malaria, and made available by the Malaria Medicine 
Venture, in a first step, as B. microti cannot be grown in vitro, we will 
seek to identify compounds or combinations of thereof that prevent in 
vitro growth of B, bovis, a species that infects cattle. In a second step, 
we will screen the in vitro hits for their ability to prevent B, microti 
parasitemia in DBA/2 mice. We are confident that this pilot study will 
yield a solid framework for larger collaborative studies in the hope of 
expanding our therapeutic arsenal against severe babesiosis. 
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④共同研究成果報告会 

帯広畜産大学原虫病研究センター共同研究成果報告会プログラム 

日時：平成 27 年 1 月 30 日（金）10：00～12：00 

場所：帯広畜産大学原虫病研究センターPK ホール 

1. 開会挨拶 

帯広畜産大学原虫病研究センター長 井上 昇 

2. 共同研究成果発表（発表 20 分，質疑応答 5～10 分） 

「イヌバベシア原虫のトランスクリプトーム解析」 

北海道大学人獣共通感染症リサーチセンター 准教授 山岸 潤也 氏 

（座長：教授 玄 学南（原虫病研究センター生体防御学分野）） 

 

「新規抗原虫薬開発研究の立ち上げ」 

北海道大学大学院農学研究院 特任講師 三橋 進也 氏 

（座長：准教授 五十嵐 慎（原虫病研究センター感染病理学分野）） 

 

「日本各地におけるクリプトスポリジウム症の疫学調査」 

岩手大学農学部共同獣医学科 助教 関（市川） まどか 氏 

（座長：准教授 西川 義文（原虫病研究センター生体防御学分野）） 

 

「バベシア原虫の赤血球内増殖機構に関する研究：宿主赤血球からの遊出機構

の解析」 

長崎大学熱帯医学研究所 助教 麻田 正仁 氏 

（座長：教授 河津 信一郎（原虫病研究センター先端予防治療学分野）） 

 

3. 閉会挨拶 

独立行政法人 国立国際医療研究センター研究所熱帯医学・マラリア研究部長 

帯広畜産大学原虫病研究センター運営委員長    狩野 繁之 氏 



27 
 

⑤ 主な研究成果の概要 

年 月 研究成果の概要 
学術的意義又は社会・経済・文化的

意義 
関係教員 

H26 年 4 月 

トキソプラズマ症は、病原原虫

のトキソプラズマ原虫に対する

ワクチンや特効薬が存在しない

ため、原虫特異的な薬剤の開発

が求められている。「こぶつきキ

ナーゼ阻害剤」は影響を受ける

プロテインキナーゼが哺乳類ゲ

ノムに非常に少なく、特異性高く

トキソプラズマ原虫の増殖を抑

える新しいトキソプラズマ薬とし

て期待されている。しかしなが

ら、この薬剤候補分子に対して

の原虫による耐性獲得がどのよ

うな仕組みで起こるのかはよく

分かっていなかった。今回、無

作為変異で作出した薬剤耐性株

を解析することによって、予想外

の位置のアミノ酸による変異に

よって薬剤耐性が獲得されるこ

とが明らかになった。 

この知見を利用して耐性の獲得されにく

い薬剤の開発につながることが期待され

る。 

加藤健太郎 

H26 年 4 月 

マラリア原虫およびトキソプラズ

マの感染に有効な新規サブユニ

ットワクチンを開発した。オリゴ

糖リポソームに原虫由来ワクチ

ン抗原を封入したワクチンで、マ

ウスを用いた感染実験において

防御免疫ができることを確認し

た。 

今後、世界初の原虫病用サブユニットワ

クチンへの応用展開が期待される。本研

究成果は新聞各紙に掲載された。 

西川義文 

H26 年 8 月 

家畜伝染病予防法で法定伝

染病に指定されているウシ

のバベシア病病原体の全長

EST 解析を実施し、全ゲノム

情報と比較することで網羅的

な遺伝子同定を行い、各遺

伝子のプロモーターを予測す

るモデルを確立した。 

診断用抗原遺伝子やワクチン抗原の

網羅的検索への応用が期待できる。 
玄学南、 

五十嵐郁男 
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主な研究成果の概要・続き 

年 月 研究成果の概要 
学術的意義又は社会・経済・文化的

意義 
関係教員 

H26 年 12 月 

我が国や世界の畜産業に大き

な被害を与え続けている牛の原

虫性下痢症（クリプトスポリジウ

ム症）の国内における疫学調査

を実施し、遺伝子型を明らかに

した。 

我が国の畜産（特に牛）で子牛の育成阻

害要因として深刻な問題となっている原

虫性下痢症の現状把握と、発生メカニズ

ム解明に有用な疫学的情報として意義の

ある成果である。 

横山直明、 

鈴木宏志、 

西川義文 

H26 年 12 月 

当センターの研究資源であるフ

タトゲチマダニが、殺虫剤や忌

避剤などのマダニに対する効力

を検証する試験に活用された。 

既存の殺虫剤や忌避剤のマダニに対する

効力が明らかになり、各薬剤の適用害虫

にマダニが追加され、一般社会に広く発

信された。今後、新たな殺虫剤や忌避剤

の開発にも貢献できると期待される。 

白藤梨可 
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⑥ 診断検査業務 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計 

ブルセラ抗

体検査 
20 6 3 5 3 4 2 5 3 1 0 2 54 

PRCD-PRA
遺伝子検査 

3 1 3 5 13 7 0 4 6 1 0 3 46 

馬ピロプラ

ズマ症確定

診断 
2 1 2 1 1 0 0 0 1 3 3 0 14 

ネオスポラ

抗体検査 
0 107 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 110 

マダニから

の小型ピロ

プラズマの

検査 

0 0 500 0 0 0 0 0 0 0 0 0 500 

放牧牛から

の小型ピロ

プラズマの

検査 

0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100 

そ の 他 
6 月 マラリア診断補助 血液薄層塗抹観察、RTD テスト、PCR 
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７．教育活動 

① 大学院教育 

 本センターは帯広畜産大学大学院畜産衛生学専攻博士前期・後期課程および岐

阜大学大学院連合獣医学研究科の協力講座として大学院教育に参加している。平

成２６年度時点で本センターに所属している博士課程学生は畜産衛生学専攻博士前

期課程が 1 名、同専攻博士後期課程が 8 名、岐阜大学大学院連合獣医学研究科が

9 名である。また、今年度本センターで博士の学位を取得した学生は 4 名であった。

本センターが重視している国際学術協力を裏付けるように、所属大学院生 18 名のう

ち 9 名がアジア・アフリカ・南アメリカ諸国からの外国人留学生であった。 
 本センターでは毎年２回全大学院生を対象とした研究発表会を開催しており、座長

は博士研究員が務めるなどして、研究分野間の相互交流と互いに切磋琢磨する場を

設けて若手研究者人材育成を実施している。 
 
本センター専任教員が参加・提供している大学院教育科目 
博士前期課程 
 家畜生産衛生学（2 単位） 井上 昇・玄 学南・福本 晋也 
 人獣共通感染症（2 単位） 五十嵐 郁男・河津 信一郎 
 獣医原虫病学（2 単位）  玄 学南・井上 昇・西川 義文 
     鈴木 宏志・横山 直明・福本 晋也 
     五十嵐 慎 
 畜産衛生学実習Ⅱ（2 単位） 玄 学南・井上 昇・福本 晋也 
 課題研究Ⅰ（4 単位）  全教員 
 課題研究Ⅱ（4 単位）  全教員 
 
博士後期課程 
 人獣共通原虫病学特論（2 単位） 五十嵐 郁男・井上 昇 
 衛生動物学特論（2 単位） 玄 学南・西川 義文 
 プレゼンテーション演習（2 単位） 五十嵐 郁男・井上 昇・玄 学南 
     西川 義文 
 畜産衛生学特別演習（6 単位） 五十嵐 郁男・井上 昇・玄 学南 
     西川 義文 
 インターンシップ演習（2 単位） 五十嵐 郁男・井上 昇・玄 学南 
     西川 義文  
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② 学部教育 

 本センターは大学院教育のみならず、学部教育にも積極的に参加している。平成

26年度時点で本センターに所属している学部学生は獣医学ユニットが25名、家畜生

命科学ユニットが 4 名、畜産国際強力ユニットが 1 名である。 
 本センターでは毎年 2 回全学部学生を対象とした研究発表会を開催しており、座長

は博士研究員が務めるなどして、研究分野間の相互交流と互いに切磋琢磨する場を

設けて若手人材育成を実施している。 
 
本センター専任教員が参加・提供している学部教育科目 
基盤教育 
 基礎学術ゼミナール（1 単位） 鈴木 宏志・井上 昇 
 生物学実験Ａ（1 単位）  五十嵐 郁男・横山 直明 
 
共通教育 
 微生物学（2 単位）  五十嵐 郁男 
 免疫学（2 単位）   五十嵐 慎 
 臨床応用免疫学（1 単位） 五十嵐 慎 
 全学農畜産実習（2 単位） 鈴木 宏志・井上 昇 
 
展開教育（獣医学ユニット） 
 獣医生化学（2 単位）  玄 学南・西川 義文 
 獣医生化学実習（1 単位） 西川 義文 
 原虫病学（2 単位）  井上 昇・横山 直明・河津 信一郎 
 寄生虫病学（2 単位）  五十嵐 郁男・横山 直明 
 獣医寄生虫病学実習（1 単位） 横山 直明 
 臨床病理学（2 単位）  河津 信一郎 
 実験動物学（2 単位）  鈴木 宏志・福本 晋也 
 実験動物学実習（1 単位） 鈴木 宏志・福本 晋也 
 卒業研究ゼミナールⅠ（1 単位） 全教員 
 卒業研究ゼミナールⅡ（1 単位） 全教員 
 卒業研究ゼミナールⅢ（1 単位） 全教員 
 卒業研究ゼミナールⅣ（1 単位） 全教員 
 卒業研究（6 単位）  全教員 
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展開教育（生命科学ユニット） 
 実験動物繁殖学（1 単位） 鈴木 宏志・福本 晋也 
 分子遺伝情報科学（2 単位） 玄 学南・西川 義文 
  
展開教育（食品科学ユニット） 
 食品衛生学（2 単位）  井上 昇 
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８．国際交流 

① 外国人研究者、来訪者の受入れ状況 

受入期間 氏    名 国名・所属機関・職名 目    的 

平成 26 年 

5 月 25 日～ 

5 月 31 日 
GONG Haiyan 

中国・上海獣医学研究

所・副研究員 

マダニとマダニ媒介原虫感染

症に関するセミナーと研究打

ち合わせ 
平成 26 年 

5 月 25 日～ 

5 月 31 日 
CAO Jie 

中国・上海獣医学研究

所・副研究員 

マダニとマダニ媒介原虫感染

症に関するセミナーと研究打

ち合わせ 
平成 26 年 

8 月 15 日～ 

9 月 15 日 

李 瑋 群 
台湾・中興大学獣医学

科・大学院生  
寄生虫の研究技術の習得、学

会等への参加 

平成 26 年 

9 月 2 日 
Tanu Pinyopummintr 

タイ・ 
Kasetsart University 

原虫病研究センター施設見学 

平成 26 年 

9 月 8 日 
アセル 

キルギス共和国・キル

ギス農学大学・国際部

長 
原虫病研究センター施設見学 

平成 26 年 

10 月 21 日 
László Fodor 

ハンガリー・セント・イ

シュトバーン大学 
施設見学 

平成 26 年 

11 月 1 日～ 

11 月 21 日 

王 桂花 
中国・山東農業大学獣

医学部・講師 
ＪＳＴさくらサイエンスプランに

よる短期インターンシップ 

平成 26 年 

11 月 5 日 
Joachim Braun 

ド イ ツ ・ Ludwig 
Maximilian University 
of Munich ・ 教 授 、

EAEVＥ副会長 

獣医学教育の欧州認証取得

のため、EAEVE（欧州獣医学

教育確立協会）現副会長のド

イツ・ミュンヘン大学ブラウン

教授に認証取得に向けての予

備的調査を行っていただき、

改善点などを指摘していただ

く。その一環で原虫病研究セ

ンターの施設紹介ならびに見

学を実施した 
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外国人研究者、来訪者の受入れ状況・続き 

 

受入期間 氏    名 国名・所属機関・職名 目    的 

平成 26 年 

11 月 10 日 
Alfonso Torres, D.V.M., 

米国・コーネル大学獣

医学部・教授 副学部

長 

コーネル大学獣医学部のアル

フォンソ・トーレス副学部長が

帯広畜産大学を訪れ、平成 27
年度から本格的にスタートす

る国際共同研究、教育交流等

の内容について協議し、帯広

畜産大学の教育研究活動の

状況を視察した。その一環とし

て原虫病研究センターの施設

紹介と見学を実施した。 
平成 26 年 

11月13日～ 

11 月 14 日 
Marcin Tomasz Jakalski 

ドイツ・University of 
Muenster 

原虫ゲノム解析に関する打ち

合わせ 

平成 26 年 

11月16日～ 

2 月 27 日 

Nilukshi 
Liyanagunawardena 

スリランカ・Veterinary 
Research Institute, 
Sri Lanka 

原虫病感染症の分子診断の

研修 

平成 26 年 

11月30日～ 

12 月 2 日 

具 潤 景 
Goo Young-kyoung 

韓国・慶北大学医学部

寄生虫学・熱帯医学研

究室・助教 

大学院（畜産衛生学専攻）特

別講義を行った 

平成 27 年 

1 月 19 日～ 

2 月 5 日 
PARK SUJIN 

韓国・慶尚大学獣医学

部・4 年生 
インターンシップ（分子生物学

の実験見学） 

平成 27 年 

1 月 19 日～ 

2 月 5 日 
KIM HANNAN 

韓国・慶尚大学獣医学

部・4 年生 
インターンシップ（分子生物学

の実験見学） 

平成 27 年 

1 月 20 日～ 

2 月 3 日 

Punsantsogvoo 

Myagmarsuren 

モンゴル・モンゴル国

立獣医学研究所分子

遺伝学研究室・室長 

JST-JICA SATREPS プロジェ

クトに関する共同研究のため。 

平成 27 年 

1 月 20 日～ 

2 月 3 日 
Batsaikhan Enkhtaivan 

モンゴル・モンゴル国

立獣医学研究所・分子

遺伝学研究室 研究

員 

JST-JICA SATREPS プロジェ

クトに関する共同研究のため。 

平成 27 年 

2 月 23 日～ 

3 月 9 日 
Khandsuren Naranbaatar 

モンゴル・モンゴル国

立獣医学研究所・分子

遺伝学研究室・研究員 

JST-JICA SATREPS プロジェ

クトに関する共同研究のため。 

平成 27 年 

2 月 23 日～ 

3 月 9 日 

Bayasgalan 

Mungun-Ochir 

モンゴル・モンゴル国

立獣医学研究所・病理

学研究室・研究員 

JST-JICA SATREPS プロジェ

クトに関する共同研究のため。 
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② ＪＩＣＡ研修コース 

 
コース名称：原虫病および食品媒介感染症上級専門家育成 
受入期間：平成 26 年 10 月 22 日 ～ 平成 27 年 8 月 21 日 
 
研修生情報 
国籍 氏名 現職 
ベトナム LE Ha Tam 

Duong 
ホーチミン市パスツール研究所 

 
使用言語：英語 
 
コースの背景と目的 
 世界の人口は、21世紀半ばに現在の約1.5倍（90億人）に達すると見込まれるが、

特に新興国・開発途上国では、未来の動物性蛋白質の安全確保のため、家畜感染

症による食料生産阻害の現状を早急に打開することが懸案となっている。一方、これ

ら感染症のほとんどは人獣共通感染症で、食料問題のみならず、直接に人々の健康

並びに安全な社会活動を脅かしている。途上国では、これら感染症のコントロールを

国際社会と協調して実践する高度専門家の育成が喫緊の課題となっている。先の

G8 北海道洞爺湖サミット首脳宣言においても、マラリア等感染症の診断、ワクチン、

治療薬の開発研究や公衆衛生上の問題に対処するための開発途上国の能力開発

支援を強化することが提唱されている。また、世界 178 ヶ国が加盟して家畜と畜産品

の安全・安心確保を目指す国際機関「国際獣疫事務局（OIE）」では、世界最先端の

感染症研究組織をコラボレーティングセンターとして認定し、当該組織の研究成果を

新たな感染症診断法やワクチンの国際標準化に活用している。近年、OIE において

も、開発途上国における感染症診断技術、公衆衛生の向上を図るため、コラボレーテ

ィングセンターの開発途上国に対する貢献を重要視しており、平成 20 年 5 月にアジ

アで初めて OIE に認定された本センターにも大きな期待が寄せられている。 
 本 JICA コースでは、教員等のスタッフと研究設備が整った本センターにおいて、人

畜共通感染症の制圧に携わる途上国専門家が、感染症対策に直接関連した予防・

診断・治療技術とその実践に役立つ周辺専門知識を習得し、途上国での人畜共通感

染症の予防・診断・治療技術の質が向上することを目的とする。 
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研修方法 
 研修員は、技術研修冒頭において、導入共通科目として、人畜共通感染症、原虫

病、細菌性感染症、ウイルス性感染症、食物が媒介する感染症、実験器具や実験動

物の取扱い、血清診断の基本について学ぶ。その後、各研究分野のいずれかにて、

個別に指導教員の指導のもと、先端研究技術を習得する。1 ヶ月に 2 回ほど、本セン

ター教員に加えて、学内外研究機関の専門家による、原虫病、細菌性感染症、ウイ

ルス性感染症関連の特別講義も提供する。 
 
研修員の評価等 
インセプションレポート（初期報告書）発表会 
本コースの初期に、研修員の母国における人畜共通感染症の現状およびそれら

が引き起こす問題を把握するため、研修員によるインセプションレポートの発表会を

行う。 
 
中間レポート発表会 
 本コースの中間期において、研究の進捗についてまとめて発表を行う。 
 
インテリムレポート 
 同報告書は、研究成果をまとめた論文形式のものと帰国後に研修で得た知識やス

キルが、自国の感染症対策の問題点の解決にどのように寄与し得るかまとめたエッ

セイの 2 つから成る。研修員はコース終了時にファイナルレポート発表会で同レポー

トの発表を行う。 
 
マンスリーレポート 
 毎月の研究進捗状況に関するレポートを提出する。 
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③ 教員の海外派遣状況 

 
期  間 職 名・氏 名 渡航先（国名） 目  的 

2014 年 4 月 6 日～12 日 教授 河津 信一郎 フィリピン 

フィリピンにおける日本住血吸虫症の

血清および疫学調査についてフィール

ド調査、打ち合わせ 

2014 年 5 月 14 日～19 日 教授 横山 直明 スリランカ 
家畜原虫病の調査に関する研究打ち

合わせ 

2014 年 5 月 23 日～27 日 教授 井上 昇 タイ 学術交流同意書の締結 

2014 年 5 月 23 日～27 日 教授 五十嵐 郁男 タイ 学術交流同意書の締結 

2014 年 5 月 23 日～29 日 准教授 西川 義文 インドネシア 
サムトランギ大学医学部TUDA JOSEF

博士との研究打ち合わせ 

2014 年 6 月 10 日～14 日 教授 鈴木 宏志 中国 
International Medical Device 
Exhibision 2014 （情報調査） 

2014 年 6 月 21 日～29 日 教授 玄 学南 エジプト 

Ahmed 氏の学院論文審査会への参加

とマダニ媒介原虫感染症に関する研究

打ち合わせ 

2014 年 7 月 4 日～19 日 教授 井上 昇 モンゴル 
SATREPS プロジェクトでの家畜原虫病

疫学調査 

2014 年 7 月 18 日～25 日 教授 鈴木 宏志 アメリカ SSR 47th Annual Meeting 発表 

2014 年 7 月 27 日～ 

8 月 6 日 
教授 玄 学南 中国 マダニ媒介感染症の疫学調査 

2014 年 7 月 27 日～ 

8 月 6 日 
教授 鈴木 宏志 中国 

マダニ媒介原虫感染症に関する研究打

ち合わせ 

2014 年 7 月 30 日～ 

8 月 15 日 
教授 井上 昇 モンゴル 

SATREPS プロジェクトでの家畜原虫病

疫学調査 

2014 年 7 月 30 日～ 

8 月 15 日 
准教授 五十嵐 慎 モンゴル 調査研究 

2014 年 8 月 1 日～9 日 教授 横山 直明 スリランカ スリランカにおける家畜原虫病の調査 

2014 年 9 月 20 日～27 日 教授 河津 信一郎 フィリピン 
日本住血吸虫症の疫学調査、研究合

せ 

2014 年 9 月 28 日～ 

10 月 5 日 
教授 五十嵐 郁男 ドイツ 第 18 回日独原虫病シンポジウム参加 

2014 年 9 月 28 日～ 

10 月 5 日 
教授 井上 昇 ドイツ 

第 18 回日独原虫病シンポジウム参加

及び参加研究者との研究打ち合わせ 
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教員の海外派遣状況・続き 
 

期  間 職 名・氏 名 渡航先（国名） 目  的 

2014 年 9 月 29 日～ 

10 月 5 日 
教授 鈴木 宏志 ドイツ 第 18 回日独原虫病シンポジウム発表 

2014 年 10 月 13 日～ 

24 日 
教授 井上 昇 モンゴル 

SATREPS オープニングセレモニー開

催、第一回 SATREPS 学術セミナー開

催ならびにザブハン県、ゴビアルタイ

県、バヤンホンゴル県での家畜原虫病

疫学調査 

2014 年 10 月 13 日～ 

24 日 
教授 横山 直明 モンゴル 

モンゴルにおける家畜原虫病の調査、

準備、会議 

2014 年 11 月 2 日～6 日 教授 河津 信一郎 アメリカ 第 63 回米国熱帯医学会（ASTMH） 

2014 年 11 月 7 日～9 日 教授 河津 信一郎 アメリカ 
寄生虫抗酸化タンパク質抗原に関する

研究打合わせ 

2014 年 11 月 28 日～ 

12 月 1 日 
教授 河津 信一郎 台北 

第 13 回アジア太平洋人獣共通寄生虫

病会議（APCPZ） 

2014 年 12 月 8 日～19 日 教授 鈴木 宏志 ケニヤ 
JICA OB セミナー、試料収集、研究打

ち合わせ 

2014 年 12 月 8 日～19 日 教授 玄 学南 ケニヤ 

マダニ媒介感染症の疫学調査及び

NRCPD 元研究員の研究集会参加（ナ

イロビ） 

2014 年 12 月 13 日～ 

18 日 
教授 井上 昇 ベトナム 

ハノイ国立獣医学研究所の Nguyen 博

士、フエ大学の Lan 准教授、フエ農業

大学の Long 准教授とベトナムにおける

原虫病の疫学に関する情報収集及び

意見交換 

2014 年 12 月 13 日～ 

18 日 
教授 横山 直明 ベトナム ベトナムにおける家畜原虫病の調査 

2015 年 1 月 4 日～13 日 教授 玄 学南 トルコ 
Sevinc 教授と羊バベシア症の疫学調

査 

2015 年 1 月 10 日～19 日 准教授 福本 晋也 ブルキナファソ ハマダラカサンプリング、研究打合せ 

2015 年 1 月 18 日～25 日 教授 横山 直明 スリランカ 
家畜原虫病の調査に関する研究打ち

合わせ 

2015 年 1 月 20 日～25 日 教授 五十嵐 郁男 アメリカ 

イエール大学公衆衛生学部 Krause 教

授とひとバベシア症の診断に関する研

究打ち合わせを行った。また、セルジー

ン社 Vikram 博士および荒川博士とバ

ベシア症に関する薬剤に関する研究打

ち合わせを行った。 
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教員の海外派遣状況・続き 
 

期  間 職 名・氏 名 渡航先（国名） 目  的 

2015 年 2 月 5 日～12 日 准教授 西川 義文 インドネシア 

サムトランギ大学医学部 Mongan 

Arthur 医師および動物科学部 Sri 

Adiani 博士との研究打ち合わせ 

2015 年 2 月 16 日～27 日 准教授 五十嵐 慎 エジプト 学位審査会（Doaa Salman）出席 

2015 年 2 月 22 日～28 日 教授 玄 学南 フィリピン 
Adrian 准教授とマダニ媒介感染症に対

する疫学調査と打合せ 

2015 年 2 月 27 日～ 

3 月 7 日 
教授 横山 直明 スリランカ 

家畜原虫病の調査に関する研究打ち

合わせ、視察、報告、意見交換 

2015 年 3 月 5 日～13 日 教授 井上 昇 モンゴル 

SATREPS プロジェクトで供与した研究

機器の設置ならびにプロジェクト研究打

合せ 

2015 年 3 月 7 日～15 日 准教授 西川 義文 マレーシア 

スバン家畜疾病診断センターにて、血

清学診断による原虫病の調査を実施

し、現地職員にセミナーとワークショップ

を行った 

2015 年 3 月 23 日～30 日 教授 鈴木 宏志 タイ 研究打ち合わせ 

2015 年 3 月 23 日～30 日 教授 玄 学南 タイ 

カ セ サ ー ト 大 学 獣 医 学 部 の

NPANKAEW 講師と原虫病に関する研

究打合せ（24 日）農務省畜産局の

SARATAPHAN 主任研究員と原虫病と

家畜繁殖に関する研究打合せ（25 日）

チ ェ ン マ イ 大 学 獣 医 学 部 の

TIWANANTHAGORN 助教授と原虫病

に関する研究打合せと疫学調査（26 日

～28 日） 
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④ 国際共同研究 

 
プロジェクトタイトル：基盤 B 海外学術 ・ フィリピンにおける日本住血吸虫症の血清

および分子疫学調査 
期間：平成 24 年から平成 26 年度 
予算見込み額：1742 万円 
プロジェクト概要： 
フィリピンの日本住血吸虫症について、各流行地での寄生虫のライフサイクル、流

行地間での寄生虫株の異同と寄生虫病の地域特性の関係を考察するプロジェクトで

ある。（1）保虫宿主を対象とした血清疫学調査、および（2）寄生虫の各発育ステージ

を対象とした分子疫学調査をおこなう。 
 
プロジェクトタイトル：基盤 B 海外学術 ・ モンゴルにおける家畜原虫病と冷害死の実

態調査 
期間：平成 25 年から平成 27 年度 
予算見込み額：1350 万円 
プロジェクト概要： 
極寒が家畜に与えるストレスは、疾病に対する抵抗力を低下させ生産性を著しく悪

化させる。特にモンゴルでは冷害（ゾド）が基幹産業の畜産業に深刻な被害を与えて

いる。2010 年には国内総飼養家畜の23％（約1,032 万頭）が冷害で斃死しており、

およそ 60 億円の損失があった。本提案課題では、我々が確立した原虫病診断技術

を用いて家畜原虫病のアクティブサーベイランスを実施し、慢性消耗性疾患である原

虫病と家畜の冷害死との因果関係を明らかにすることを目的とする。加えて、現地で

継続活用可能な原虫病の簡易診断法を構築し、現地共同研究者とともに原虫病の

清浄化プログラムを考案し、人材育成と国際貢献を図る。 
 
プロジェクトタイトル：JST/JICA SATREPS ・ モンゴルにおける家畜原虫病の疫学

調査と社会実装可能な診断法の開発 
プロジェクト期間：平成 25 年から平成 30 年度 
予算見込み額：1 億 3000 万円 
プロジェクト概要： 
トリパノソーマ病やピロプラズマ病等、多くの家畜原虫病は持続感染して慢性的に

家畜の健康状態を悪化させる。国民の多くが畜産業に従事するモンゴルでは、特に

深刻な問題となっている。本研究では、トリパノソーマ、ピロプラズマ野生株とそれらを

媒介するマダニの分布マップ作成、原虫野生株の抗原遺伝子解析に基づく簡単で迅
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速な診断キットを開発、そして今後の感染対策に備えた研究資源の確保を目標として

いる。 
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９．社会との連携 

① 教員の学外活動の状況 

 
鈴木 宏志  日本寄生虫学会評議員 
   日本熱帯医学会評議員 
   日本実験動物学会評議員 
   日本繁殖生物学会評議員 
   日本卵子学会胚陪養子認定委員 
   日本卵子学会常任理事 
 
五十嵐 郁男  OIE リファレンスラボラトリー専門家 
   日本寄生虫学会理事 
   日本獣医寄生虫学会理事・副理事長 
   日本熱帯医学会理事 
   日独原虫病協会理事長 
   日本獣医学会評議員 
   Veterinary Parasitology 編集委員 
   Parasitology Research 編集委員 
   PLOS ONE Academic Editor 
   第 53 回日本熱帯学会大会会長（平成 24 年 9 月） 

長崎大学熱帯医学研究所熱帯医学研究拠点 
    運営委員会委員長 

 
玄 学南  日本寄生虫学会評議員 
   日本獣医寄生虫学会評議員 
   日独原虫病協会評議員 
 
河津 信一郎  日本寄生虫学会評議員 
   日本寄生虫学会学術委員会委員 
   日本熱帯医学会評議員 
   日本獣医寄生虫学会理事 
   日独原虫病協会評議員 
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横山 直明  日本獣医学会評議員 
   日本寄生虫学会評議員 
   日本獣医寄生虫学会評議員 
   日本獣医寄生虫学会誌編集委員 
 
井上 昇  OIE リファレンスラボラトリー専門家 
   日本獣医学会評議員 
   日本寄生虫学会評議員 
   日本獣医寄生虫学会評議員 
   日本獣医寄生虫学会誌編集委員 
   日独原虫病協会評議員 
 
五十嵐 慎  日本獣医寄生虫学会評議員 
   日本寄生虫学会評議員 
   日本獣医学会評議員 
   日独原虫病協会事務局 
 
西川 義文  日本寄生虫学会評議員 
   日本獣医学会評議員 
   日本獣医寄生虫学会評議員 
   （分子寄生虫学ワークショップ世話人） 
   The Open Parasitology Journal 編集委員 
   ISRN Veterinary Science 編集委員 
 
加藤 健太郎  日本獣医寄生虫学会渉外・広報委員 
   東京大学大学院農学生命科学研究科農学共同研究員 
 
白藤 梨可  日本獣医寄生虫学会庶務委員 
   日本ダニ学会文献目録委員 
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② 特許出願・取得 

 
＜登録＞ 
特許第 5023331 号 盲導犬に適した犬を選別する方法 鈴木宏志、植田佳子 
特許第 5023327 号 盲導犬に適した犬を選別する方法 鈴木宏志、植田佳子 
 
Cao S, Xuan X, Igarashi I. Development of serological diagnostic methods 
against Babesia canis canis infection. EU Patent 12154831.7-1223, 2012. 
 
vaccine preparation for neospora caninum infection 
PCT/JP2009/004525 西川義文、横山直明、小島直也 
 
 
＜公開＞ 
マラリアの治療方法、マラリア原虫の殺虫方法、及びその利用 
国際公開番号： 2012/057294 A1 御子柴克彦、榎本匡宏、河津信一郎 
 
 
＜出願＞ 
ネオスポラ原虫感染症に対するワクチン製剤 
PCT/JP2009/004525 西川義文、横山直明、小島直也 
 
トキソプラズマ感染症に対するワクチン製剤 
特願 2012-186205 西川義文、黒田泰弘、小島直也 
 
マラリア原虫感染症に対するワクチン製剤 
特願 2013-087431 西川義文、黒田泰弘、小島直也 
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③ シンポジウム・ワークショップおよび市民公開講座等の主催  

 

開催期間 区 分 対象 名    称 概    要 
参加人

数（人） 

5 月 27 日 セミナー 国際 

原虫病研究センターJICA セミ

ナー 

Ticks survive at a threshold 

between engorgement and 

starvation 
藤崎 幸蔵先生（原虫病研究

センター客員教授） 

招聘講師による JICA 研修

生、学部生、大学院、若手研

究者を対象としたセミナー。 
20 

5 月 28 日 セミナー 国際 
China-Japan Joint Seminar 

on Tick and Tick-borne 

Diseases 

マダニとマダニ媒介原虫感染

症の制御に関するセミナー。 
13 

6 月 13 日 講演会 国際 

原虫病研究センター特別講義

（畜産衛生学） 

日 本 の 食 品 安 全 行 政

（Activities of Food Safety 

Commission of Japan） 

見上彪（元食品安全委員会委

員長） 

招聘講師による学部生、大学

院、若手研究者を対象とした

講演会。 
20 

7 月 1 日～ 

4 日 

ワークショ

ップ 
国際 

OIE Regional Workshop: 

Training of OIE National 

Focal Points for Wildlife 

（OIE 野生動物フォーカルポイ

ントセミナー） 

アジア・太平洋地域から参加

者を対象とした OIE(国際獣疫

事務局)主催による野生動物

に関するワークショップ。五十

嵐郁男教授が原虫病研究セ

ンターおよび野生動物の原虫

病の紹介を行った。 

50 

7 月 11 日 講演会 国際 

原虫病研究センター特別講義

（畜産衛生学） 

マラリア対策を目指す世界の

動き（Current global malaria 

control strategy） 

狩野繁之（国立国際医療研究

センター研究所・熱帯医学マ

ラリア研究長） 

招聘講師による学部生、大学

院、若手研究者を対象とした

講演会。 
20 

7 月 18 日 講習会 一般 一般救急講習 

帯広市消防署が実施する

AED を用いた心肺蘇生法の

講義と実技指導。 

20 
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シンポジウム・ワークショップおよび市民公開講座等の主催・続き 
 

開催期間 区 分 対象 名    称 概    要 
参加人

数（人） 

7 月 22 日 セミナー 国際 

原虫病研究センターJICA セミ

ナー 

A comprehensive study of 

quantitative structure-activity 

relationship of mitochondrial 

respiratory chain inhibitors 

through structure biology 

approach 
稲岡 ダニエル健（東京大学

大学院医学系研究科 助教） 

招聘講師による JICA 研修

生、学部生、大学院、若手研

究者を対象としたセミナー。 
12 

8 月 2 日 公開講座 一般 

平成 26 年度大学説明会 

教授 五十嵐郁男 

准教授 西川義文 

助教 白藤梨可 

原虫病研究センターの活動紹

介 

研究室見学ツアー 

顕微鏡を用いた標本観察 

研究内容のポスター展示 

101 

8 月 31 日～ 

9 月 3 日 
研究会 

国内 

国際 

第 22 回分子寄生虫学ワーク

ショップ／ 

第 12 回分子寄生虫・マラリア

研究フォーラム合同大会 

分子を合言葉にした寄生虫研

究の横断的研究集会で、 寄

生虫、節足動物、寄生虫症・

マラリアの基礎研究に関係す

る 64 名の研究者・学生が参

加しました。 “Scienceの場で

は皆が平等である”というスタ

ンスのもと、活発な議論が繰り

返される内容の濃い研究集会

となった。（本学世話人：西川

義文、河津信一郎） 

64 

10 月 24 日 講演会 国内 

基礎獣医学研究部門主催講

演会 

ヒゲクジラのヒゲはどのように

できるか ―「歯のあるヒゲク

ジラ」の古生物学 ― 

澤村 寛 先生 （足寄動物化

石博物館） 

プロスタグランジンとアレルギ

ーの関係 

村田幸久  先生 （東京大学

大学院農学生命科学研究科

放射線動物科学研究室） 

招聘講師による教員、若手研

究者、学生を対象とした講演

会。 

世話人：佐々木基樹、加藤健

太郎 

30 
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シンポジウム・ワークショップおよび市民公開講座等の主催・続き 
 

開催期間 区 分 対象 名    称 概    要 
参加人

数（人） 

11 月 22 日 

～23 日 
研究会 国内 

新学術領域研究「プラズマ医

療科学の創成」研究会 

名古屋大学、九州大学、産業技

術総合研究所、帯広畜産大学（原

虫病研究センター）の共催で、 新

学術領域研究「プラズマ医療科学

の創成」の研究会をとかちプラザ

にて開催した。 文部科学省が統

括するこの領域研究は、 名古屋

大学（プラズマ医療科学国際イノ

ベーションセンター）・堀 勝教授を

領域代表として、 工学、医学、生

物学など幅広い分野の研究者が

連携して「プラズマ医療科学の創

成」に挑む新学術研究である。 

23 日（日）の原虫病勉強会では、

本原虫病研究センターの横山直

明教授、西川義文准教授、加藤

健太郎特任准教授による 「原虫

病研究と将来展望」に関する特別

講演が開催された。 

50 

12 月 1 日 講演会 国際 

原虫病研究センター特別講義

（畜産衛生学） 

Studies of vivax malaria and 

babesiosis in Korea 

Dr. Goo Young-kyoung 

(Assistant Professor of 

Kyungpook National 

University(Rep. Korea)) 

招聘講師による学部生、大学

院、若手研究者を対象とした

講演会。 
30 

12 月 23 日 公開講座 一般 

第 4 回畜大ふれあいフェステ

ィバル 

畜大体験講座「寄生虫を観察

してみよう 顕微鏡や虫めが

ねで観察してみない？」 

原虫病研究センターの紹介、

寄生虫・ダニなどを顕微鏡観

察、標本展示および観察、生

体展示など。（担当教員：井上

昇、西川義文、白藤梨可） 

154 

12 月 23 日 公開講座 一般 

第 4 回畜大ふれあいフェステ

ィバル 

「公益財団法人 秋山記念生

命科学振興財団研究助成事

業」研究報告 

「マトリョーシカ型生物の不思

議」 

加藤健太郎（原虫病研究セン

ター特任准教授） 

40 
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シンポジウム・ワークショップおよび市民公開講座等の主催・続き 
 

開催期間 区 分 対象 名    称 概    要 
参加人

数（人） 

1 月 30 日 研究会 国際 
原虫病研究センター共同研究

成果報告会 

イヌバベシア原虫のトランスク

リプトーム解析」 

北海道大学人獣共通感染症

リサーチセンター 准教授 山

岸 潤也 氏 

「新規抗原虫薬開発研究の立

ち上げ」 

北海道大学大学院農学研究

院  特任講師  三橋  進也 

氏 

「日本各地におけるクリプトス

ポリジウム症の疫学調査」 

岩手大学農学部共同獣医学

科 助教 関（市川） まどか 

氏 

「バベシア原虫の赤血球内増

殖機構に関する研究：宿主赤

血球からの遊出機構の解析」 

長崎大学熱帯医学研究所 

助教 麻田 正仁 氏 

32 
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シンポジウム・ワークショップおよび市民公開講座等の主催・続き 
 

開催期間 区 分 対象 名    称 概    要 
参加人

数（人） 

1 月 30 日 
シ ン ポ ジ

ウム 
国内 

帯広畜産大学テニュアトラック

シンポジウム 

基調講演「テニュアトラック制

度の概要及び効果、国内の状

況等について」 

独立行政法人科学技術振興

機構科学技術プログラム推進

部 

プログラム主管  理学博士 

榎 敏明氏 

事業報告「本学のテニュアトラ

ック事業の取組状況につい

て」 

帯広畜産大学原虫病研究セ

ンター長 井上 昇 

招待講演「東京農工大学のテ

ニュアトラック教員となって」 

東京農工大学大学院 農学

研究院動物生命科学部門 

助教 永岡 謙太郎氏 

招待講演「信州大学のテニュ

アトラック教員となって」 

信州大学農学部  近未来農

林総合科学研究教育研究セ

ンター 助教 田中 沙智氏 

テニュアトラック教員による研

究取組発表 

帯広畜産大学原虫病研究セ

ンター 特任准教授 加藤 健

太郎 

45 
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④ その他（新聞・テレビなど） 

 
井上 昇 
・十勝毎日新聞「今なぜ、モンゴル？」（平成 26 年 4 月 2 日） 
・十勝毎日新聞「続今なぜ、モンゴル？」（平成 26 年 12 月 18 日） 
 
鈴木 宏志 
・NHK 総合テレビ視点・論点  
「盲導犬をはじめとした補助犬の育成に関する研究」（平成 26 年 5 月 20 日） 
・十勝毎日新聞「幼犬３匹大切に育てて」（平成 26 年 7 月 10 日） 
・十勝毎日新聞「ナナ第二の人生は“癒やし犬”」（平成 26 年 9 月 17 日） 
 
西川 義文 
・北海道新聞「帯畜大など新ワクチン」（平成 26 年 4 月 23 日） 
・十勝毎日新聞「帯畜大など新ワクチン開発」（平成 26 年 4 月 23 日） 
・科学新聞「トキソプラズマ感染を制御」（平成 26 年 5 月 16 日） 
・TBSテレビ別冊アサ（秘）ジャーナル「帯広畜産大学の紹介」（平成26年6月29日） 
 
福本 晋也 
・十勝毎日新聞「「管内感染」リスク極小」（平成 26 年 9 月 4 日） 
 
加藤 健太郎 
・十勝毎日新聞「マラリア原虫の増殖抑制」（平成 26 年 5 月 2 日） 
・十勝毎日新聞「帯畜大・加藤准教授の研究に助成金50万円」（平成26年9月6日） 
 
白藤 梨可 
・十勝毎日新聞「努力の大切さ芽室中生徒に」（平成 26 年 8 月 27 日） 
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１０．財政 

① センターの財政状況 

 
平成 26 年度（2014 年度）の支出決算額（運営費交付金）の概要 

〔単位：千円〕 

区   分 決 算 額 

  

備   考 うち、国立大学法人運営費交

付金（特別経費（全国共同利

用・共同実施分）） 

支出合計 134,575  16,315    

  

うち、運営委員会経費 215  215    

うち、共同研究費 4,311  4,311    

うち、共同研究旅費 1,386  1,386    

計 5,912  5,912    

 

② 科学研究費補助金採択状況 

平成 26 年度 

研 究 種 目 研究課題番号 新規・継続 職名 ・ 代表者 
金額（直接経費） 

（単位：千円） 

基盤研究(B)（海外） 24405044 継続 教授・河津 信一郎 4,100 

若手研究（A） 24688032 継続 特任准教授・加藤健太郎 6,900 

新学術領域研究 25108501 継続 教授・横山 直明 2,900 

基盤研究(B)（一般） 25292167 継続 教授・井上 昇 3,100 

基盤研究(B)（一般） 25292168 継続 准教授・福本 晋也 4,300 

基盤研究(B)（一般） 25292169 継続 教授・横山 直明 4,400 

基盤研究(B)（海外） 25304041 継続 准教授・五十嵐 慎 4,400 

基盤研究（C） 25450419 継続 准教授・五十嵐 慎 1,200 

挑戦的萌芽研究 25660223 継続 准教授・福本 晋也 1,500 

挑戦的萌芽研究 25660235 継続 教授・横山 直明 1,500 
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科学研究費補助金採択状況・続き 
 

研 究 種 目 研究課題番号 新規・継続 職名 ・ 代表者 
金額（直接経費） 

（単位：千円） 

挑戦的萌芽研究 25670199 継続 特任准教授・加藤健太郎 1,500 

若手研究（B） 25850197 継続 研究員・岡田 只士 1,100 

若手研究（B） 25850198 継続 助教・白藤 梨可 1,100 

基盤研究（Ａ） 26257417 新規 教授・横山 直明 12,000 

基盤研究（Ｂ） 26304036 新規 教授・鈴木 宏志 4,200 

基盤研究（Ｂ） 26304037 新規 准教授・西川 義文 5,500 

基盤研究（Ｂ） 26304038 新規 准教授・福本 晋也 3,100 

若手研究（Ｂ） 26850179 新規 研究員・林田 京子 1,200 

若手研究（Ｂ） 26870021 新規 研究員・高野 量 1,800 

 

③ その他の外部資金獲得状況 

平成 26 年度 

予 算 種 目 番  号 新規・継続 職名 ・ 代表者 
金額（直接経費） 

（単位：千円） 

厚生労働省 
厚生労働科学研究費

補助金 
継続 特任准教授・加藤健太郎 2,485 

文部科学省 
科学技術人材育成

費補助金 
継続 原虫病研究センター 19,000 

（独）科学技術振興機構 RISTEX 継続 教授・鈴木 宏志 4,750 

（独）科学技術振興機構 SATREPS 継続 教授・井上 昇 27,800 

（独）科学技術振興機構 
A-step 

ステージ探索タイプ 
継続 特任准教授・加藤健太郎 50 

農林水産省 農林水産

技術会議事務局 

農林水産業・食品

産業科学技術研究

推進事業 

継続 特任准教授・加藤健太郎 6,769 

農林水産省 農林水産

技術会議事務局 

農林水産業・食品

産業科学技術研究

推進事業 

継続 教授・河津 信一郎 8,600 
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その他の外部資金獲得状況・続き 
 

予 算 種 目 番  号 新規・継続 職名 ・ 代表者 
金額（直接経費） 

（単位：千円） 

農林水産省 農林水産

技術会議事務局 

農林水産業・食品

産業科学技術研究

推進事業 

継続 教授・横山 直明 3,850 

農林水産省 農林水産

技術会議事務局 

レギュラトリーサイ

エンス新技術開発

事業 

新規 教授・横山 直明 4,334 

（独）日本学術振興会 
二国間交流事業共

同研究 
継続 教授・鈴木 宏志 1,500 

（独）日本学術振興会 
二国間交流事業共

同研究 
新規 教授・河津 信一郎 1,700 

（独）日本学術振興会 
博士課程教育リー

ディングプログラム 
継続 教授・横山 直明 1,000 

大阪大学微生物病 

研究所 
共同研究 継続 原虫病研究センター 5,000 

A（株） 共同研究 継続 教授・横山 直明 2,000 

Ｂ（株) 共同研究 新規 教授・五十嵐 郁男 2,085 

国立大学法人東北大学 共同研究 新規 特任研究員・阿部 康之 1,000 

ノーステック財団 
ノーステック財団研

究助成 
新規 特任准教授・加藤健太郎 400 

秋山記念生命科学振興

財団 

秋山記念生命科学

振興財団研究助成 
新規 特任准教授・加藤健太郎 500 

かなえ医薬振興財団 
かなえ医薬新興財

団研究助成 
新規 特任准教授・加藤健太郎 1,000 

寿原記念財団 
寿原記念財団研究

助成 
新規 助教・白藤 梨可 1,200 

（株）白寿生化学研究所 寄付講座 継続 教授・鈴木 宏志 20,000 

Medicines for Malaria 

Venture (MMV)  
寄附金 新規 教授・五十嵐 郁男 11,764 

Ｃ（株） 寄附金 新規 教授・玄 学南 500 

Ｄ（株） 寄附金 新規 助教・白藤 梨可 500 

Ｅ（株） 寄附金 新規 助教・白藤 梨可 500 
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１１．管理運営 

 
施設の正式名称：共同利用・共同研究拠点 原虫病研究センター 
 
共同利用・共同研究拠点の名称：原虫病制圧に向けた国際的共同研究拠点 
 
センター長：井上 昇・教授 
 
人員：教授 6 名、准教授 3 名、特任准教授 1 名、助教 1 名、技術職員 1 名、事務職

員 3 名 
 
帯広畜産大学原虫病研究センター運営委員会の開催実績：2 回 
 
運営委員名簿 
 委員長 狩野 繁之（独立行政法人国立国際医療センター研究所・部長） 
  井上 昇（原虫病研究センター・センター長・教授） 
  五十嵐 郁男（原虫病研究センター・教授） 
  鈴木 宏志（原虫病研究センター・教授） 
  玄 学南（原虫病研究センター・教授） 
  河津 信一郎（原虫病研究センター・教授） 
  横山 直明（原虫病研究センター・教授） 
  杉本 千尋（北海道大学人獣共通感染症ﾘｻｰﾁｾﾝﾀｰ・センター長） 
  木下 タロウ（大阪大学免疫学フロンティア研究センター・教授） 
  平山 謙二（長崎大学・教授） 
  釘田 博文（OIE アジア太平洋地域事務所・代表） 
  片倉 賢（北海道大学大学院獣医学研究科・教授） 
  小野 憲一郎（日本動物高度医療センター・学術部門長） 
 
原虫病研究センター定例専任教員会議 
毎月一回センター専任教員による定例会議を開催し、センターの運営等に関する事

項を審議している。 
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原虫病研究センター各種委員会 
 
総務：運営に関すること、事業計画・事業報告に関すること、定例センター会議に関す

ること、教育研究評議会・運営連絡会議出席、予算管理・執行に関すること、共同研

究の公募・成果発表会に関すること、その他の庶務・雑務を担当する。 
 
人事・人事考課：非常勤研究員、職員の雇用に関すること、博士研究員の業績評価

に関することを担当する。 
 
テニュアトラックプログラム：テニュアトラック制度の推進に関することを担当する。 
 
セミナー：新入生オリエンテーションの開催に関すること、学部・大学院生、ポスドク・

外国人研究員等のゼミ開催に関することを担当する。 
 
共通研究テーマ推進：原虫病研究センター共通研究テーマの企画、推進に関するこ

とを担当する。 
 
施設管理・消耗品：施設の管理に関すること、共通機器の管理に関すること、消耗品

等の管理に関することを担当する。 
 
バイオセーフティー：動物組換え体・病原体を用いた実験に関すること、セルバンクの

管理に関すること、動物実験室の管理に関することを担当する。 
 
安全・衛生：緊急災害、耐震、安全対策に関すること、安全衛生点検に関すること、学

内清掃に関すること、試薬（劇毒物）の管理に関することを担当する。 
 
JICA・外国人：JICA 集団研修に関すること、JICA セミナーのアレンジ、外国人研究

員・留学生に関することを担当する。 
 
OIE・ISO 認証・国際連携：OIE 関連の事業に関すること、ISO 認証に関すること、国

際研究拠点に関することを担当する。 
 
広報・社会貢献：ホームページの作成・更新に関すること、パンフレットの作成に関す

ること、実装・アウトリーチ活動、オープンキャンパスに関すること、社会貢献に関する

こと、診断サービスに関することを担当する。 
 



56 
 

ジャーナル：ジャーナル編集に関すること、センター購入雑誌・書籍類の管理を担当

する。 
 

  



57 
 

１２．施設・設備の状況 

① 施設の概況 

原虫病研究センター1 階 
PK ホール：収容人数 100 名程度で冷暖房および各種 AV システムを完備し、センタ

ー内での各種セミナーや講義、学内外の各種講演会、学会等で活用している。 
 

セルバンク：各種細胞株の永久凍結保存のために大型の液体窒素自動充てん式タン

クを 4 機設置し、原虫等の細胞株を保存している。大型液体窒素貯蔵タンクからは学

内のユーザーにも液体窒素を分配している。セルバンク室には酸素濃度監視システ

ム、指紋認証システム、強制排気システムを備え、安全管理を徹底している。 
 

原虫病研究センター２階 
本センター2 階は一般実験室、共通機器室、P2 レベル実験室を備えた試験研究エ

リアとなっている。試薬保管室にはＩＤ認証システムを備えて劇毒物等の管理を行って

いる。 
 

原虫病研究センター3 階 
SPF 動物実験室：SPF 条件下でマウスを飼育し、発生工学等の実験が実施できる動

物飼育・実験室となっている。 
 

P1～P3レベル動物実験室：実験の封じ込めレベルに応じてP1～P3レベルまでの感

染実験、動物実験を実施できる。 
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② 設備の概況 

 
●共焦点レーザー顕微鏡 
 Leica TCS SP5 （H21 213 室） 

 ライカ TCS SP5 は、世界初一つの装

置で高速ライブイメージ用ガルバノと通常

の高分解能形態イメージ用ガルバノを同

時搭載した共焦点顕微鏡です。 
ライブセルイメージ用高速共振ガルバ

ノは、250画像/秒（512x16画素）、または

25 画像/秒（512x512 画素）の速さで最大

5 蛍光プローブの 画像を取り込むことが

できます。また、シングルピンホール方式

により、分解能を下げることなく高速で多

重染色サンプルの鮮明な画像が取得で

きます。 
また、蛍光波長の設定が自由なプリズム分光スリット方式を採用。フィルターを使わず、プ

リズムと可変式スリットで分光を行います。検出波長の設定範囲は、400-800nm、最大 5カラ

ーイメージを同時取得できます。 

 
●レーザーマイクロダイセクション 
 Leica CTRMIC  （H15 213 室） 

レーザーマイクロダイセクション (LMD) 
は、組織中の関心領域のみを回収するた

めの理想的な装置です。LMD により、研

究者は混ざり合った組織標本の中から均

質な細胞群、または単一細胞のみを回収

し、疾患や生命現象を解明するための分

析を可能にします。 最新の高出力ダイ

オードレーザーは、切片切除から回収ま

でトップクラスのスピードとシャープな切

れ味でのダイセクションを可能にします。

切片は直接試薬中に落下回収されるの

で、コンタミネーションフリーで高品質の回収が可能です。 
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●透過型電子顕微鏡 
 HITACHI  H-7500 （H11 212 室） 

 H-7500 形透過電子顕微鏡は医学、生物学に

代表されるバイオテクノロジーの研究、開発の

みならず新素材、高分子材料研究に対応でき

る電子顕微鏡です。 
 新設計の鏡体構造により低倍、高コントラスト

を実現し、対物可動絞り 10μm 直径を挿入し

ても視野カットしないで 160mm 直径の広視野

を確保することができます。 
 また、パーソナルコンピュータ（PC）制御によ

り、ウインドウ上に観察条件がグラフィック表示

され、その条件の設定、変更ができます。 

 
 

●走査型電子顕微鏡 
 HITACHI  S-3500N （Ｈ13 210 室） 

近 年 、 走 査 電 子 顕 微 鏡 ( 以 下

SEM(Scanning Electron Microscope))は、

半導体、バイオ、材料、食品、繊維など多

種多様な分野で、製造業における品質管

理、研究機関における研究開発など幅広

く活用されています。 
「S-3500N」は、低真空モードによる分

解能を当社従来製品の5.0nmから4.5nm
に向上し、主に食品や人体、動物などの

微細構造など研究・実験のための観察向

けに、より高倍率で鮮明な含水試料の観

察像を提供できます。 

 
●クライオスタット 
 Leica CM3050S （H13 210 室） 

CM3050 の高性能、信頼性をそのまま受けつぎ、さらに機械的な試料送り機構が、ステッ

ピングモーターによる試料送り機構に改良されました。 
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切片厚設定もチャンバー内での設定か

ら操作パネル上で設定できるようになり、

操作性がアップしました。 
特長：-50℃まで設定可能な試料冷却シ

ステム（オプション）を備えると、チャンバー

と試料を個別に冷却。常時低温に保たれ

た急速凍結ステーション（-45℃）。プログラ

ム運転できる自動霜取りシステム。凍結チ

ャンバーと試料ヘッドを独立して除霜でき

る手動霜取り機能。ナイフ・試料の損傷を

軽減するリトラクション機能。試料オリエンテーション（±8℃）を標準装置。 

 
●テストストリップ作成装置 
 BIODOT XY3000,CM400 （H13 209 室） 

 イムノクロマト法を原理とする試薬は、妊

娠検査やインフルエンザ検査に代表され

る臨床検査分野のほか、現在では食品検

査、環境検査、動物用検査などいろいろな

分野で幅広く利用されています。 
 イムノクロマト法試薬の開発や生産では、

メンブレン上の判定部に固定化する抗体

や抗原をライン状に分注することが不可欠

です。またブロッキング試薬のメンブレン

への塗布や、標識粒子のコンジュゲートパ

ッドへの塗布など、様々な分注・塗布が高

い精度で要求されます。 XY3000 は、これらの分注を簡単かつ正確に行うために設計され

たデスクトップ型プラットフォームです。 
 また、イムノクロマト法試薬の開発や生産では、各部材を台紙に貼り付けたラミネーション・

カードから試薬ストリップを短冊状に裁断する工程があります。この工程での裁断幅のばらつ

きや裁断による端面のダメージが性能に悪影響を与える場合があります。CM4000 は、これ

らの裁断を簡単かつ正確に行うために設計された専用カッティングモジュールです。 
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●自動現像装置 
 FUJIFILM CEPROS Q （H22 210 室） 

 本装置は、暗室自動X線フィルム現像装

置に属するものであり、撮影済みのスクリ

ーン型医用 X 線・画像診断用フィルム、ス

クリーン型歯科画像診断用 X 線フィルムを

自動現像する装置です。 
専用のフィルム／スクリーン／処理液の

システム採用により、常に安定した仕上が

り写真が簡単に得られます。臭わず、汚れ

ず、お手入れも簡単。補充液・廃液量を大

幅低量化し、ランニングコストをぐっと圧縮。

充実機能を満載し、コンパクトに納めた省

スペース、経済設計。 

 
●シーケンサー 
 ABI  ABI-3100 （Ｈ13 207 室） 

 ABI PRISM® 3100 Genetic Analyzer 
は 16 本キャピラリ電気泳動システム。多

色蛍光検出技術だけでなくマルチキャピ

ラリを組み合わせることにより、 310 
Genetic Analyzer で実証されている自動

化のみならず、処理能力の増加も可能に

しました。  
シーケンシング解析やフラグメント解析

が行なえ、キャピラリ長を使い分けること

によって、さまざまなアプリケーションに対

応します。シーケンシング解析では実績

のあるBigDye® terminator or Primer ケミストリを使用し、フラグメント解析ではマイクロサテ

ライト解析などのアプリケーションが可能です。 
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●ゲル撮影装置 
 ATTO プリントグラフ AE-6933FXCF-W （H22 207 室） 

 タンパク質や核酸はゲル電気泳動でそ

の分子量・性質・性状ごとに分離されます。

これらは染色することでバンドとして目で

見ることが可能となります。 
プリントグラフはこれらの電気泳動パタ

ーンをモノクロ CCD カメラで撮影し、ビデ

オプリンターでプリントアウトするために使

用します。従来のポラロイドカメラに比べ

て、ランニングコトを低く抑えることが可能

です。また、オプションでパソコンに直接入

力できるためデジタル画像として保存がで

き、解析用画像を簡単に得ることが可能となります。 

 
●ケミルミ 
 BIO-RAD  Versa-Doc 5000 （H13 207 室） 

VersaDoc 5000 MP はバイオ・ラッドの

化学発光検出装置の中で最も高感度に微

弱な光を検出できるタイプになります。バッ

クイルミネート型 CCD カメラを搭載してい

ることで、従来のフロントイルミネート型

CCD に比べて量子効率が高く、高感度検

出が可能です。また、1 辺が 24μm の巨

大な CCD チップを採用していることで、よ

り高感度かつ定量性高く検出することがで

きます。従来の冷却 CCD カメラでは難し

かった化学発光法を用いたサザン・ノーザ

ンブロットサンプルも検出することができます。定量性を表すダイナミックレンジは最高レベル

である 4.8Order です。 
本体内にサンプルを設置し、冷却 CCD カメラにより直接検出を行うため、暗室、現像機等

の設備は不要です。そのままデジタルデータとして使用できるため、ランニングコストがかかり

ません。 
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●サーマルサイクラー 
 ABI Veriti （H21 207 室） 

 Veriti サーマルサイクラーは、当社がこ

れまで培った歴代の PCR 機器のノウハ

ウを引き継ぐ信頼性の高い PCR システ

ムです。Veriti サーマルサイクラーは、

96-Well、384-Well、60-Well の 3 つのフ

ォーマットで 4 つのブロックタイプが用意さ

れ、ニーズに応じた選択が可能です。ま

た、96-Well タイプでは新しい技術である

VeriFlex ブロックを搭載することで、独立

した 6 つのブロックゾーンで各々異なる温

度を設定・運転することができます。これ

により、PCR 温度条件の最適化を効率的に行うことができます。 
 されに、斬新なユーザーインターフェイスにカラータッチスクリーンを採用することで、簡便な

セットアップと使いやすさを提供します。Veriti サーマルサイクラーは、従来の標準的な PCR
と Fast PCR の条件を設定できるため、目的に応じたフレキシビリティの高い利用と運転時間

の短縮を可能にします。 

 
●サーマルサイクラー 
 ABI  GeneAmp PCR System 9700  （2 台 H10、H13 207 室） 

過去数年間で、核酸研究は飛躍的な

変化を遂げていますが、そのなかで

PCR システムは欠かせないものとなって

います。より高いサンプル処理能力、そ

して再現性と信頼性はこれまで以上に重

要視されています。このようなニーズを

満たす最適な装置が GeneAmp PCR 
System 9700 です。 
 サンプルブロックはアプリケーション・サ

ンプル処理量に合わせて交換できるよう

になっています。プログラミングやリアル

タイム表示はグラフィカルインターフェースで行いますので、プロトコールを簡単に組むことが

できます。また各種オプションを用いれば、高速で温度を変化させたり、ネットワーキングやデ

ータ管理、ロボット化することも可能です。 
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●セルソーター 
BECKMANCOULTER  EPICS  ALTRA（H20 Ⅳ号館 210 室） 

 1953 年、世界で初めてフローサイトメ

ーターを世に送り出したベックマン・コー

ルターは、その後もたゆまぬ技術革新を

続け、ついに高性能と使いやすさを高い

次元で融合させたハイエンドセルソータ

ーEPICS ALTRA HyperSortを誕生させ

ました。ベックマン・コールターの約 50年

に及ぶフローサイトメトリーの技術とノウ

ハウの粋を結集した、セルソーターの最

高峰です。 
 小型空冷レーザーでの高感度、高純

度、高回収率のソーティングを実現。優

れた安定性を生むソートロック機能とデジタルフロー制御技術を搭載。マルチカラー測定に対

応した 6×6 高精度自動蛍光補正機能を搭載。0.2 ミクロンの粒子を検出可能な高感度前方

検出器を搭載。あらゆる研究に対応した多機能ソフトウェア EXPO32MultiCOMP を開発。独

自の解析プログラムを多数内蔵。光学系の調整が容易な、伝統の短光路同一平面レーザー

光学系。各検出器でのアイリス調整を不要にした独自の共焦点無限遠光学システムを採用。 

 
●セルソーター（磁気ビーズ） 

Miltenyi  autoMACS  Pro Separator （H22 Ⅳ号館 205 室） 
 autoMACS Pro Separator はミルテニ

ーバイオテク社の MACS 技術を利用し

た、コンピュター制御の自動磁気細胞分

離装置です。MACS は微小な磁気粒子

の MicroBeads を用いて細胞を磁気標

識し、強力な永久磁石の中においた分

離カラムに標識した細胞を通すことで細

胞を分離します。 
 autoMACS Pro はこの分離過程が全

自動化されており、12 種類の分離プロ

グラムとサンプル自動供給装置により、

最大 6 サンプルまでを連続分離することが可能です。 細胞への物理的ストレスも最小限に

抑えられており、ダメージを与えることなく高速・高純度で目的細胞を得ることができます。 
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●FACS （デジタルフローサイトメーター） 
BECKMANCOULTER  EPICS  XL （H9 Ⅳ号館 210 室） 

 世界初のデジタルフローサイトメーター

EPICS（エピックス）XL は、高精度と使い

やすさを兼ね備えた 4 カラーアナリシスを

追及し、世界ではじめて、DSP を搭載して

デジタル技術を駆使したセルアナライザー

です。誰にでも信頼性の高い高精度マル

チカラーデータが手に入る 4×4ADC を開

発。斬新なデジタル制御による自動化機

能を満載。創造力をかきたてる解析ソフト

ウェアが研究者のこだわりを満たします。 
 世界で初めて、シングルレーザー4 カラ

ーアナリシスを実現。世界で初めて、4×4 高精度自動蛍光補正機能 ADC、デジタル自動制

御機構を搭載。高い作業効率を生むポルテックス撹拌機構内蔵オートサンプラによる自動測

定可能。優れた操作性とともに、多彩な解析テクニックを駆使できる高度なソフトウェア。 

 
●MALDI-TOF 型質量分析装置 
 Bruker  autoflex Ⅱ TOF/TOF  （H18 Ⅳ号館 210 室） 

 本装置は、簡単な操作で高分子有機化

合物、ペプチド、タンパク質、核酸、糖、

脂質などの質量を正確に測定することが

できる質量分析装置である。 
 新しい autoflex Ⅱ TOF/TOF では、

MALDI-TOF ペプチドマスフィンガープリ

ンティング（PMF）によってタンパク質の

解析、同定が可能であり、また同一試料

について高感度かつハイスループットな

MALDI-TOF/TOF タンデム質量分析測

定から得られるMS/MSデータを用いて、

より詳細なタンパク質の特徴づけを迅速に行うことができます。 
 高感度な MS/MS データがわずか数秒で測定可能となりますからタンパク質の翻訳後修飾

の解析等にもその性能を遺憾なく発揮します。タンパク質の翻訳後修飾解析、合成高分子の

構造解析等に特に協力となる最新鋭 LIFT技術を用いたTOF/TOF機構を autoflexに搭載し

ました省スペース型高性能 MALDI-TOF/TOF MS です。 
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●プレートウォッシャー 
 BIoTec AMW-96SⅡ  （H13 207 室） 

96ウェル同時洗浄ヘッドに加え、スタッ

カーを標準装備した ELISA 用全自動タイ

プの洗浄装置です。操作が簡単で自動

供給、収納ホッパーにより 20 枚まで（随

時追加可能）連続処理が出来、プレート

がなくなると自動的に停止します。対話

式ディスプレイの採用により操作が簡単

に行えます。 
 コンタミネーションの心配がなく、再現性

に優れたダブルノズル式ヘッドを採用し

ました。4 種類の洗浄モードの選択がで

きます。（ノーマル、ディスペンスエンド、ディスペンス、アスピレート） 洗浄プログラムは、9 種

類までメモリー出来、様々な洗浄条件に細かく対応できます。 

 
●全自動血球計測器 Celltacα 
 日本光電 MEK-6450  （H22 205 室） 

 MEK-6450 は、動物種別により、20 項

目（犬、猫、牛、馬）または 12 項目（ラット、

マウス）の血液を測定できる全自動タイプ

の動物用血球計数器です。測定は、サン

プル管を採血管に挿入してスイッチを押

すだけで、すべて自動的に行われます。

サンプル管の先端に付着する血液も自

動的に洗浄され、操作者は直接血液に

触れることなく安心して使用できます。 
 測定動作は内蔵のマイクロコンピュータ

がすべてコントロールし、高精度なデータ

を保障しています。また、装置の自己診断、精度管理などの各種プログラムが搭載されてお

り、信頼できるデータ管理を行うことができます。測定結果は、装置の内蔵プリンタで簡単に

プリントアウトでき、場所をとりません。 
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●超遠心機 
 BECKMAN  Optima L-70K  （H9 207 室） 

 分離用超遠心機の Optima L はジェノミ

クス、プロテオミクスからセロミクスまです

べての研究を強力にサポートします。ど

なたでも簡単に最適な遠心条件を瞬時に

決定し遠心実験を行うことができます。物

理的な安全性に加え、サンプルを密封し

た状態での遠心ツール、運転音の静粛

性、使いやすさを追及したデザインで、ベ

ックマン社のすべてのパーティカルチュー

ブ及びスウィングバケット・ロータと共にご

使用いただけます。 

 
●オールインワン蛍光顕微鏡 
 KEYENCE BZ-9000 （H25 213 室） 

 F-OPT構造。結像光学系と透過照明の

光路をミラーで折り返し、さらに落射照明

と結像光学系を水平方向に最適な角度

に配置することで、高品質な無限遠光学

系のまま省スペースを実現しました。位

相差スリットの電動切り換え機構搭載。

位相差観察時、対物レンズに応じて位相

差スリットを連動して自動的に切り換えし

ます。（20 倍⇔40 倍）。 
電動減光フィルタ搭載、励起光の減光

率を外部リモートで変更可能。多重染色

標本の発現強度や退色条件に合わせて、各色ごとに 5 段階の減光率から選択。標本へのダ

メージを低減させる安心設計です。観察を中断する際、自動で励起光のシャッターを閉じます。

不用意な蛍光標本の退色を防ぎます。 
外部と遮断された“ブラックスペース”での視野探しやフォーカシング操作を XY・Z 軸の電

動ステージがサポートします。フィルタキューブ（励起フィルタ・吸収フィルタ・ダイクロイックミラ

ー）が4連装。本体や制御PCから電動で切り換えます。電動開口絞り、明視野観察時、外部

リモートで変更可能です。 
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機 器 名 メ ー カ ー 型  番 購入年度 設置場所 

コンフォーカル顕微鏡（旧型） Leica TCS-SP H16 213 
共焦点レーザー顕微鏡（新型） Leica TCS SP5Ⅱ H21 213 
オールインワン蛍光顕微鏡 KEYENCE BZ-9000 H25 213 
レーザーマイクロダイセクション Leica CTRMIC H15 213 
細胞内カルシウム顕微鏡 HAMAMATSU,NIKON C7773 H15 213 
BEACON PanVera Corporation Beacon2000 H9 213 
透過型電子顕微鏡 HITACHI H-7500 H11 212 
走査型電子顕微鏡 HITACHI S-3500N H13 210 
クライオスタット Leica CM3050S H13 210 
ミクロトーム Leica ULTRACUT UCT H11 210 
自動現像装置 FUJIFILM CEPROS Q H22 210 
正立型蛍光顕微鏡 NIKON ECLIPSE E600 H9 210 
テストストリップ作成装置 BIODOT XY3000,CM4000 H13 209 
製氷機 SANYO SIM-F140L H19 208 
真空乾燥機 EYELLA CVE-100D H9 208 
簡易型超純水装置 Millipore J-pak  208 
pH メーター HORIBA F22 H13 208 
電子天秤 AND EK-300i H10 208 
低温乾燥機 ADVANTEC FS-605 H14 208 
乾熱滅菌器 SANYO MOV-112S H14 208 
オートクレーブ（２台） TOMY BS325 H9 208 
超遠心機 BECKMANCOULTER Optima L70K H9 207 
小型超遠心機 HITACHI CS150-GX H13 207 
シーケンサー ABI ABI 3100 H13 207 
シーケンサー ABI ABI 3730 H16 207 
ゲル撮影装置 ATTO AE-6933FXCF H22 207 
ハイブリオーブン BM HA-2RS H13 207 
サーマルサイクラー ABI Veriti H21 207 
サーマルサイクラー ABI ABI 9700 H10 207 
サーマルサイクラー ABI ABI 9700 H13 207 
紫外可視分光光度計 Amersham Ultrospec2100Pro H16 207 
ケミルミ BIO-RAD Versa-Doc H13 207 
プレートウォッシャー BioTec AMW-96S2 H13 207 
プレートリーダー Corona MTP-120  207 
プレートリーダー Corona MTP-500 H13 207 
全自動血球計測器 日本光電 Celltac α  H22 205 
ビアコア X ビアコア ビアコアＸ H17 218 
蛍光プレートリーダー Thermo SCIENTIFIC Fluoroskan Ascent H15 218 
ルミノメーター ワラックベルトールド ルーマット LB9507  218 
パルスフィールド電気泳動装置 BIO RAD CHEF-DRⅢ H9 218 
細胞内カルシウム測定装置 日本分光 CAF110 H15 218 
分光蛍光光度計 SHIMADZU RF-5300PC H18 218 
セルソーター BECKMANCOULTER EPICS ALTRA H20 Ⅳ210 
セルソーター（磁気ビーズ） Milteny autoMACS Pro H22 Ⅳ205 
FACS BECKMANCOULTER EPICS XL H9 Ⅳ210 
落射蛍光装置付倒立顕微鏡 Nikon Diaphot200 H7 Ⅳ210 
蛍光顕微鏡 Nikon ECLIPSE E400 H12 Ⅳ210 
MALDI-TOF TOF/TOFsystems Bruker Daltonics Autoflex ⅡTOF/TOF H18 Ⅳ210 
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